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　 第３回目は20名の方が参加されました。
　 まず１・２回目のアンケート結果の紹介、子どもスキップ
朋有を利用する小学生の公園で遊びたいことをイメージした
スケッチの紹介、ジャンプ東池袋を利用する中高生並びに、
東池袋第二保育園園児の保護者の方へのアンケートと先生の
意見の紹介を行いました。
　 その後、１回目と同様に3つのグループに分かれ、公園の
テーマ、広場・遊び場・管理棟の配置や樹木など、話し合っ
た結果を図面に書き込み、プランをグループごとに発表しました。主なプランの内容は、「大
きな原っぱの広場でボール遊びができる」「桜を植えてお花見のできる広場」「個性的な遊具
を設置」「市街地整備区域と連携した休憩施設などの配置」などの案が出されました。
　３回目にもなると、グループで協力し合いながら、いろいろなアイディアが出された公園プ
ランがつくられました。

　豊島区では、造幣局東京支局(東京都豊島区東池袋4-42)の敷地の一部を、防災公園(約1.7ha)
として整備する予定です。区では公園の基本的なプランをまとめるにあたり、公園を利用する方
の意見を参考にするためにワークショップを行っています。　
　 「第３回（仮称）造幣局地区防災公園ワークショップ」は、12月13日（土）に開催しました。
今回のワークショップは「防災公園のプランをつくろう！」というテーマで、今まで出された意
見を踏まえて公園内の施設や植栽の配置、園内の利用方法など、出来上がりをイメージしながら
検討しました。

ワークショップの様子

アドバイザーからプランするポイント
の説明を受けています。

◎公園テーマ：「四季のまち公園」

・幼児の遊び場は必要で、原っぱの南側が良いのでは。
・じゃぶじゃぶ池を原っぱと幼児の遊び場の間につくってはどうか。
・にぎわいの軸ゾーンが、市街地側との交流・レストスペースになるイメージ。
   市街地側と公園が一体的になると、視線が通りやすいので防犯上も好ましい。
・隣接する住宅側に人目がある方がよく、管理棟は公園南側にある方がよい。
・非常用トイレは普段使わないので、駐輪場などに置けば広場を有効利用で
   きる。
・園内を安全に一周できる園路があると、ウォーキングなどに利用できる。
・モミの木を植えて、クリスマスにイルミネーションとライトアップをする。

さくらグループ
グループのプランのテーマと意見

～春：サクラ  夏：じゃぶじゃぶ池
　秋：イチョウ,どんぐり  冬：クリスマスツリー～
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◎公園テーマ：「いつでもみんなが憩えるガーデン」
そてつグループ

◎公園テーマ：「禁止事項のない公園」

　豊島区では、造幣局東京支局(東京都豊島区東池袋4-42)の敷地の一部を、防災公園(約1.7ha)
として整備する予定です。区では公園の基本的なプランをまとめるにあたり、公園を利用する方
の意見を参考にするためにワークショップを行っています。　

　 「第３回（仮称）造幣局地区防災公園ワークショップ」は、12月13日（土）に開催しました。
今回のワークショップは「防災公園のプランをつくろう！」というテーマで、今まで出された意
見を踏まえて公園内の施設や植栽の配置、園内の利用方法など、出来上がりをイメージしながら
検討しました。

つつじグループ

アドバイザーのお話：東京農業大学短期大学部環境緑地学科   入江彰昭先生

・公園のデザインは良くしたい。眺めて美しい水景施設がほしい。
・子どもを見守りながら憩える空間や、市街地側と連続したジョギング
　 コースなどが欲しい。
・発災時に活用できる水施設（放水銃やミスト）は重要だと思うが、日常的
　 に利用が出来る水施設があると良い。
・小学校側に遊び場を配置した方が、小学生が遊びやすくなるのではないか。
・雨水利用をした環境配慮の施設をつくってはどうか。
・豊島区の特色を出したい。例えば、造幣局のモニュメントを置く、都電が
   見えるコーナーをつくるとか。
・外国人が多いので、外国人親子も参加できるイベントを公園で開催したい。
・管理棟には、管理室だけでなく集会スペースや区の情報提供の場がほしい。

・南側に管理棟を置いて、近くに幼児用広場を配置する。
・防犯、使いやすさの点から、非常用トイレは管理棟近くにあった方がいい。
・造幣局だった歴史を思い出す、お金の形をした遊具を置いてはどうか。
・水施設は、安全面から池ではなく、舗装から直接噴水が出るものが良いの
   では。場所は、見守りやすい幼児用広場近くが良いだろう。
・休憩できるベンチは多めに必要だと思う。喫煙スペースは不要です。
・独立した屋外トイレは夜間の防犯、安全面からいらないと思う。
・外周歩道を広くすれば、通学路やジョギング・自転車コースとして安全性が
   高まる。

　通常は街があって公園が後からできますが、ここは公園が先にできるので、イメージすることが難しい
と思っていました。しかし、市街地側にカフェや公園と一体利用の機能など、多くのアイディアが出され
いたのがとても良かったです。
　さくらグループは、春夏秋冬を主眼に冬期のイルミネーションなど季節ごとで楽しめる案が出され、つ
つじグループは、禁止事項が少ない公園というテーマで利用者目線の提案と、西ヶ原公園の事例をとらえ
案を作りました。そてつグループは、歴史や文化を楽しめて、いつでも誰でもみんなが憩えるガーデンと
多くの意見を上手くまとめた案になりました。どのグループも、短時間の中でプランをまとめたことは素
晴らしいと感じました。
　次回は、各グループの案をまとめたプランが出されます。皆さんに考えて頂きたいのは、公園が出来上
ってからが完成ではなく、どう維持管理するかなどのアイディアを出していただければと思います。

～ボール遊びの出来る公園、安心安全に遊べる公園～


